
平成28年（2016年）8月は、
複数の台風や停滞前線の影響により、北海道地方では記録的な大雨となりました。
（※この月、北海道への接近が５つ（第6号・第7号・第11号・第9号・第10号）、上陸が3つ（太字）。
※１年に３つの台風が北海道に上陸したのは、1951年からの統計で初めて。）
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図１：2016年8月の地上天気図
（左から17日９時、21日９時、23日９時）

図２：2016年８月北海道に接近した台風の経路図 1



表１：地方ごとの台風接近数の平年値
（平年値：1991年-2020年の過去30年の平均した値）
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図３：台風の月別の主な経路
（実線は主な経路、
破線はそれに準ずる経路）

これまでの資料から、読み取れる事は何かな？
（平年と2016年、８月と他の月、北海道と
他の地方などを比べてみると…）

2



【図表の見方】
地図上（図５、８、10）の数値は、各アメダスの降水量（mm）で、
多いところほど赤くなるよう色づけしています。
下の表（表２～４）は、北海道内のアメダスの降水量の多い順の
ランキングです。

図４：平成28年(2016年)台風第７号の経路図

図５/表２：8月16日から17日の降水量合計と
北海道内のアメダスでのランキング
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(→)図６：平成28年(2016年)
台風第11号の経路図

(↓)図７：平成28年(2016年)
台風第９号の経路図

図８/表３：8月20日から23日の降水量合計と
北海道内のアメダスでのランキング4
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図９：平成28年(2016年)台風第10号の経路図
図10/表４：8月29日から31日の降水量合計と

北海道内のアメダスでのランキング 5
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図11：北海道に大雨を
もたらす天気図 図12：北海道の地形

（電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成）

これまでの資料から、読み取れる事は何かな？
（地上天気図で低気圧や前線の位置、降水量の多い地域と地形などを比べてみると…） 6



～ 補足資料 ～
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気象台作成の災害速報にも
記載している内容です。
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この資料から、読み取れる事は何か？

・１ページの地上天気図（図１）は、すべて、北海道付近に停滞前線＋南から台風が接近、
という形。これは、北海道に大雨をもたらす典型的な天気図（６ページ図11）である。

・北海道では、平年値では１年に約２個の台風が接近する（２ページ表１）。
2016年８月には、５個の台風が接近、３個が上陸した（１ページ）。
2016年は、統計を取り始めてから最も台風が多く接近した年。

・平年値では、北海道は８～９月に台風の接近が多い（２ページ表１）。
また、北海道は、他の地方に比べて台風の接近個数は少ない。

・台風の主な経路は、月別（季節）によって違う（２ページ図３）。
また、2016年８月の台風は平年に比べて東寄りの経路を取っていた。

→平年に比べて、太平洋高気圧の西への張り出しが弱かったため（資料省略）。
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この資料から、読み取れる事は何か？
・３～５ページより、台風の経路の近く＋停滞前線付近で、
降水量が多くなっている（図５、８、10）。

→前線の南に台風や熱帯低気圧、東に高気圧があると
前線に向かって暖かく湿った空気が次々に供給され、
前線の活動が活発になる。そのため、より一層雨が
強まるおそれがある。

・６ページの地形（図12）と上記（図５、８、10）を見比べると、
海上から陸上に入る南東風が山の斜面とぶつかる所で、降水量が
多くなっている。

さらに詳しく調べてみよう。
⇒自宅/学校に近い地点、降水量の多かった地域のアメダスの
観測データをそれぞれ確認してみよう。

・普段（平年）の８月、１ヶ月間には、どのくらいの雨が
降るのだろうか？

・これまでで１番多い時は、１日で何mmの雨が降ったかな？
・地形と風向き、降水量に関係はあるのだろうか？
⇒「アメダス 過去データ」で検索してみよう。
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